
市民の暮らしやすさ指標

安
定
し
て
快
適
に
働
け
る
ま
ち

失
業
や
収
入
減
の
心
配

　
不
況
が
長
期
化
し
、
市
民
生
活
に
大
き
く
影
を
落
と
し
つ
つ
あ

る
。
平
成
1
3
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
生
活
の
心
配
事
の
中
で
、

「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
を
挙
げ
た
人
は
2
2
％
で
昨
年
調
査
の

1
6
・
９
％
か
ら
５
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。
ま
た
、
「
失
業
・
倒

産
や
収
入
減
」
を
挙
げ
た
人
は
、
1
2
・
６
％
で
、
昨
年
の
６
・

５
％
か
ら
倍
増
し
て
い
る
。
「
失
業
・
倒
産
や
収
入
減
」
の
心
配
は

と
く
に
4
0
、
5
0
代
男
性
に
多
く
、
2
0
％
以
上
の
人
が
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
「
仕
事
や
職
場
の
こ
と
」
は
1
2
・
４
％
か
ら
９
・
５
％
と
減

少
し
た
が
、
男
女
と
も
2
0
代
で
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
働
く
こ
と
は
、
生
活
の
自
立
と
安
定
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

自
己
実
現
や
生
き
が
い
、
社
会
参
加
・
社
会
貢
献
な
ど
の
要
素
を

も
つ
。
第
１
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
働
き
方
は
多
様
化
し
て
き

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
年
齢
層
に
と
っ
て
も
「
働
く
場
」
の
確
保

と
収
入
の
安
定
は
、
”
安
全
・
安
心
の
ま
ち
”
の
原
点
で
あ
る
。

働
く
こ
と
と
横
浜
の
暮
ら
し
や
す
さ

市
内
で
働
く

　
横
浜
市
民
の
市
内
就
業
者
比
率
は
、
約
6
2
・
１
％
で
大
都
市
の

中
で
は
低
い
割
合
で
あ
る
。
通
勤
・
通
学
の
項
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
東
京
通
勤
者
は
通
勤
時
間
が
１
時
間
を
越
え
る
遠
距
離
通
勤

者
が
多
く
、
通
勤
に
対
す
る
不
満
が
高
か
っ
た
が
、
対
照
的
に
市

内
通
勤
者
で
は
通
勤
時
間
約
3
0
分
で
不
満
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

希望する就業場所 仕事や収入などに関する心配

失業･倒産や仕事の心配ごと
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今
後
希
望
す
る
就
業
場
所
と
し
て
、
「
自
宅
の
近
く
」
や
「
市
内
で

の
就
業
」
を
挙
げ
る
人
が
多
く
、
市
内
で
多
様
な
働
く
場
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

就
業
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
働
く
場
の
確
保

　
働
き
や
す
さ
の
指
標
を
見
る
と
、
完
全
失
業
率
は
４
・
９
％
と

大
都
市
平
均
の
５
・
７
％
よ
り
良
好
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
就

従
比
率
（
市
民
就
業
者
に
対
す
る
市
内
従
業
者
の
割
合
）
が
8
2
・

７
％
と
低
い
の
は
、
東
京
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
就
業
者
が
多
い

た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
横
浜
市
に
お
け
る
就
業
者
の
動
向
を
平
成
２
年
と
1
2

年
と
で
比
較
す
る
と
、
図
に
見
る
よ
う
に
、
就
従
比
率
は
7
9
・

８
％
か
ら
8
2
・
７
％
へ
増
加
し
、
ま
た
、
市
内
従
業
者
割
合
も

6
0
・
６
％
か
ら
6
2
・
１
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
民

就
業
者
の
多
く
が
都
内
を
中
心
に
通
勤
流
出
す
る
と
い
う
従
来
の

傾
向
が
弱
ま
り
、
市
内
事
業
所
の
雇
用
が
増
加
し
、
雇
用
吸
引
率

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
一
方
、
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト
含
む
）
は
０
・
4
1
、
新
規
求

人
倍
率
（
パ
ー
ト
含
む
）
は
、
０
・
8
7
と
大
都
市
平
均
を
下
回
り

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
平
成
1
1
年
度
）
。

　
ま
た
、
平
成
1
1
年
度
に
お
け
る
職
業
別
の
新
規
求
人
数
と
新
規

求
職
数
を
み
る
と
、
求
職
者
数
が
求
人
数
を
上
回
っ
て
就
職
が
難

し
い
の
は
、
管
理
的
職
業
や
事
務
職
、
販
売
と
い
っ
た
職
種
で
、

逆
に
、
求
人
数
が
求
職
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
専
門
的
・

技
術
的
職
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
技
能
工
・
採
掘
・
製
造
・
建
設
労

務
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
虫
局
年
の
失
業
、
若
年
層
の
就
職
難
、

女
性
や
高
齢
者
な
ど
多
様
な
就
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
雇
用
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。
職
業
訓
練
、
能
力
開
発
と
と
も

に
、
多
様
な
就
業
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

働きやすさの指標

職業別新規求人数と新規求職数(平成11年度) 横浜市における就業者の動向(平成２年→平成12年)
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